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フジプレアムは、3つのコア技術で時代を拓きます。 

太陽電池モジュール、 

太陽光発電応用製品の製造・販売 

放射光による超微細加工技術の研究 

最先端テクノロジーで、 
ディスプレイデバイス業界を牽引。 

時代の基幹技術「ナノテクノロジー」を、 
産学官で共同研究。 

独自の技術で、環境保護と 
エコエネルギーの普及に貢献。 

PDP用光学フィルター、ダイレクトフィルター、 

液晶偏光板フィルムの製造・販売 

フジプレアムは、研究開発型企業として 3 つのコア技術を基本に、 

時代と顧客のニーズに的確に応え、人々の豊かな暮らしに貢献することを目指しています。 

日々急速な進歩を遂げるディスプレイデバイスの世界、 

持続可能な社会づくりに寄与するためのエコエネルギー市場、 

これからの未来を支えるナノテクノロジー市場において、 

さらなる技術の向上と、新たな技術の取得に努めています。 
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株主、投資家の皆様へ。 
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　株主の皆様には、益 ご々清栄のこととお喜び申し上げます。平素より、 

当社事業につきまして格別のご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

　ここに第24期（平成18年3月期）中間事業報告書をお届けするに 

当たり、ご挨拶を申し上げます。 

　「人が求めること」は限りなく続くことであり、企業は更なる「研究開発」

を続けることで、「高付加価値製品」を生み出して参ります。 

　当社グループは、創ることから届けることまで、顧客のニーズに対して 

トータルに提案できる企業でありたいと考え、現在、情報産業の一翼を 

担うフラットパネルディスプレイ関連事業と環境ビジネスのクリーン・エコ 

エネルギー関連事業を主要事業とし、永年培ってきた「精密貼合技術」、 

「太陽電池モジュール製造技術」を核とした、様々な技術やノウハウを 

根幹として「ものづくり」に専念し、更なる発展を続けていくことを経営の 

基本方針としております。 

　当社は、財務体質の一層の充実と事業拡大のため、内部留保の 

確保を念頭に、資金状況、財務状況及び配当性向などを総合的に勘案し、

業績に応じた利益配分を行っていく所存です。その一環として、9月に 

自己株式を96,100株買い受けいたしました。また、株主の皆様に対し 

まして、日頃のご支援にお応えするため、当期末配当金を1株あたり従来

15円より3円増配し、同18円00銭にすることと、12月26日

には1株あたり3株の割合を持って分割することを既に

お知らせさせていただいております。（その為、1株当た

り配当金は6円00銭となります） 

　また、9月には個人投資家向けＩＲフェアに初めて 

参加し、目に見えるＩＲ活動の第一歩を踏み出しました。 

当社グループは、「精密貼合」のリーディングカンパニーと

して、世界に誇れる企業を目指し、今後もチャレンジを 

続けて参ります。 
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刻一刻と迫る化石燃料のリミット。 

代替エネルギーの研究・開発が進められています。 

太陽光エネルギーへ高まる期待。 

太陽電池ニーズも高度化しています。 

 

産業革命以降、私たちは大量の化石燃料を消費してきました。 

環境問題への関心が世界的に高まっている現在でも、私たちの

生活を支えている主なエネルギーは石油や天然ガスなど限りある

化石燃料です。このまま消費し続けると、石油は約45年、天然ガス

は約65年で枯渇すると言われています。そのため、太陽光をはじめ

とする自然エネルギーの研究・開発が進んでおり、市場の拡大が

予想されています。 

自然エネルギーの中でも、ますます注目されているのが太陽光発電。

エネルギー源である太陽光は無尽蔵で費用がかからず、地域的 

偏在性もありません。また、資源や環境への負担も低いことなどから、

未来の暮らしを支えるエネルギーとして期待が高まっています。 

太陽電池の低コスト化も進み、導入量は急伸長。同時に市場ニーズも

複雑化、多様化しメーカーには、より革新的な技術と一層の低コスト

化が強く求められています。 

● 世界の地域別導入量 

出典「oil＆journal 世界エネルギー会議、OECD/NEA」 

● 地球のエネルギー資源 

石   炭 

（確認可採埋蔵量） 

1兆316億トン 
可採年数 231年 

451万トン 
可採年数 73年 
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可採年数  44.9年 
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年生産量2.3万トン 

年生産量2兆18百億㎥

年生産量224億バレル 

（単位：MＷ） 

※特許第3490969  USP 6,706,959

「太陽電池」が未来を照らす。 
環境問題や化石燃料の枯渇問題に対する関心の高まりを受け、世界的に

ますます伸長する太陽電池市場。今回の特集では、太陽電池市場の可能性

を飛躍的に広げる「※集光型球状シリコン太陽電池　CBセル（仮称）」を 

中心に、地球温暖化対策に全力で取り組むフジプレアムの企業姿勢と

今後の戦略をご紹介します。 

米国：275MＷ 

ドイツ：410MＷ 

日本：860MＷ 

日本 米国 ドイツ 

オーストラリア オランダ 

その他 

出典「PV News（2005/2）」 
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太陽電池は「板状」から「球状」へ。 

材料のロスが飛躍的にダウンします。 

太陽電池の主な部材はシリコンなどの半導体。現在販売されて

いる太陽電池の約95％はシリコンを板状で使う結晶系シリコン

太陽電池です。シリコンを加熱・溶解し円柱状の単結晶シリコン

インゴットまたは、鋳造法によるシリコンブロックに加工し、それを

約0.25mmの薄い板状にスライスして作られます。一方、球状 

シリコン太陽電池はシリコンを球体で使用。溶解部の先端ノズル

から毎秒数百個のシリコンを噴出し、自由落下させ直径約1mmの

シリコン結晶を製造します。板状シリコンの製造方法と比べスライス

工程が不要なので、切削クズが出ることがなく、材料のロスを大幅

に減らすことが可能になりました。 

滴下炉 

【結晶系シリコン太陽電池】 【集光型球状シリコン太陽電池 CBセル】 

太陽光入射 

球状シリコン 

● 従来の板状の結晶系シリコン太陽電池との比較 

 ● 球状シリコン製造方法 

 ● 板状シリコン製造方法 

ルツボ内で溶融したシリコンを加圧に 
より滴下。表面張力で球状化し、落下し 
ながら凝固します。 

シリコンを加熱・溶解し、インゴットに。それを薄い板状にスライスします。 
スライス工程で多くの切削クズが発生します。 

ガス加圧による流速制御 

（滴下速度：600～800球／秒） 
 

溶融シリコン 

ヒーター 

ルツボ 

太陽光発電システムの普及を加速する 

「集光型球状シリコン太陽電池 CBセル」 

太陽電池の真の未来が見えてきました。 

お椀状の反射板兼電極に、球状シリコンを配置。直接入射した太陽光だけでなく、反射
した太陽光までも発電に利用することができるので、従来の板状の太陽電池と同等の
発電効率が、シリコン使用量約1/5にして得られます。 

自由落下塔（12ｍ） 

 

原料 インゴッド 角柱ブロック ウエハーセル 

世界的に拡大の一途をたどる太陽電池市場。 

フジプレアムでは今後の地球環境・エネルギー問題を見据え、 

太陽電池の常識を覆す画期的な「集光型球状シリコン太陽電池 CBセル」の 

共同開発から、その事業化に取り組んでいます。 
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20年来の課題をクリア。 

集光率も高く、従来と同等の変換効率を誇ります。 

球状シリコン太陽電池の研究は20数年前から行われていましたが、

生産性、変換効率の低さが問題とされていました。「集光型球状 

シリコン太陽電池 CBセル」はプレス成型したお椀状の反射板兼

電極中央部に球状シリコンを配置。太陽光がお椀状の反射板兼電

極に反射することで、球体のあらゆる面で光を吸収し、集光倍率を

約5倍にまで高めることに成功しました。これにより従来と変わら

ない変換効率が得られるようになります。 

特集：「太陽電池」が未来を照らす。 

シリコン使用量約1/5

シリコンを板状でなく球状で使うことで、スライス

工程が不要に。さらに、集光する構造の実現などから、

太陽電池の基幹部材であるシリコンの使用量を大幅

にカットすることに成功しました。 

従来と同等の変換効率 

球状シリコンをお椀状の反射板兼電極に配置する

ことで、球体のあらゆる面で光を吸収し、発電する

ことが可能に。従来の結晶系シリコン太陽電池と 

変わらない変換効率を実現しました。 

設置場所の幅を広げるフレキシビリティ 

球状であることからセルを曲げることも可能になり、

今までは太陽電池の設置が困難であった様々な 

場所（例：アーチ型の屋根、壁面、車のルーフなど）へも

容易に取り付けられるようになります。 

球状シリコン間に空間があるため、曲げる 
ことが可能。薄膜系太陽電池の特長も併せ
持っています。 

球状シリコンをお椀状の反射板兼電極へ配置する 
というアイデアが、実用化への研究を加速させました。 

● モジュールイメージ 

「集光型球状シリコン太陽電池 CBセル」の特長 

● 拡大イメージ 

反射板兼電極 

球状シリコン 

※写真は全て、期待される設置場所のイメージです。 

● 高いフレキシビリティを誇り、設置場所への、さらなる広がりが期待されます。 
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大量生産を目指し、 

「株式会社クリーンベンチャー21」と業務提携。 

「集光型球状シリコン太陽電池 CBセル」の事業化を強力に推進

するため、フジプレアムは「株式会社クリーンベンチャー21（以下、

CV21）」と業務提携いたしました。当社はCV21に対し、研究開

発資金と人材面で支援。省コスト・省シリコン・高発電効率を誇る、

画期的な太陽電池「集光型球状シリコン太陽電池 CBセル」の 

研究開発を加速化し、大量生産を目指します。国内はもちろん、 

世界中に向けて販売を行っていく予定です。また、BI PV（建材一体

型太陽電池モジュール）、HSP（ハイブリットソーラーパネル）、フレ

キシブルモジュールなど、「集光型球状シリコン太陽電池 CBセル」の

応用商品の開発にも取り組んで参ります。 

爆発的な需要の拡大を見据え、 

太陽電池製造工場の建設を検討しています。 

「集光型球状シリコン太陽電池 CBセル」はシリコン使用量が 

少ないことなどから高いコスト競争力を持っています。需要へ

の対応力を高めるため、フジプレアムは太陽電池モジュール製造

工場の建設を検討し、早期事業化を推進して参ります。まず第1

期工事として、生産可能面積3MWのモジュール工場を、第2期工事

として、セル生産工場と一貫した生産ラインの構築を図ります。 

● 研究開発も進み、実用化は目前 

出典「NEDO」 

（単位：MＷ） 

2003（実績） 
 

2010（計画） 

米 国（USA） 欧 州（EU） 日　本 

275

583

860

3，210
3，000

4，820

0

1000

2000

3000

4000

5000

● 地域別導入計画 
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　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善

及び民間設備投資の増加等により、景気は全般的に回復基調で

推移いたしました。しかし、原油や資材価格の高騰等、景気全般

に対する先行きの不透明感は払拭しきれない状況であります。 

　このような環境のもと、当社グループは、フラットパネルディス

プレイ関連事業の伸長に注力し、生産拡大への対応を行うと同時に、

研究開発や設備投資にも積極的に取組みました。また、クリーン・エコ

エネルギー関連事業については、各種省エネ製品の普及に伴って、 

当社グループにおきましても業容の拡大につながってきております。 

　この結果、当中間連結会計年度の業績は、売上高11,317百万円

（前年同期比12.5％増）、経常利益798百万円（同12.5％増）を計上し、

中間純利益は434百万円（同10.9％増）となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

　なお、当中間連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更

しております。事業区分の方法については、従来、事業の保有する

技術の類似性等の観点から４区分しておりましたが、各事業分

野が拡大したことに伴い、当連結会計年度より、事業の実態を

反映した、製商品の関連市場の観点から区分するセグメントに 

変更いたしました。 

■営業の状況 

〈クリーン・エコエネルギー部門〉 

〈メカテクノロジー・その他部門〉 

〈フラットパネルディスプレイ部門〉 

　太陽電池モジュール及び太陽光発電応用商品等の販売については、

国内外とも受注が拡大し、好調に推移いたしました。特に、国内におい

ては、産業用や住宅用の受注が増加し、増収増益となっております。 

　太陽電池モジュール等の製造については、生産ラインの合理化や

歩留りの向上を達成するべく、新たな開発や技術革新を行いました。 

　また、フィルムラミネート関連の販売については、大型店舗向け

のラミネートガラス等、特に建築用の大型

物件を中心に受注を行い、産業用のフィル

ムラミネートに対する需要も増加基調で推移

いたしました。 

営業の状況  

　産業用包装・梱包機械の製造におきましては、食品メーカー、事務 

用品メーカーを中心に受注を行い、堅調に推移いたしました。 

　また、蓄積した機械製造技術を生産合理化や生産設備構築の技術

的支援に活かし、生産性向上を実現する上で有効に活用しております。 

　物流サービス事業におきましては、倉庫業務におけるシフト体制

を多様化し、効率的な作業を行うようにするとともに、自社倉庫及び

外注倉庫の活用を視野に入れて業容の拡大を図るため、積極的な

営業活動を展開しております。 

　また、社内各事業部

の出荷作業をトータル

に管理し、コストの削

減にも取組みました。 

 

 

　PDP用光学フィルター及びダイレクトフィルターの製造については、

PDPの需要拡大に伴って、生産量は増加傾向にあります。当中間会計

期間には、生産合理化に集中して取組み、生産性の向上、省人化及び 

歩留向上を達成いたしました。 

　偏光板フィルムの製造については、事業の再編を決定し、より付加 

価値の高い商品の取込みを進めております。 

　フラットパネルディスプレイ業界全般においては、価格競争が今後

も加速すると見込まれており、生産体制の合

理化を図ることによって、更なるコスト削減

に取組んで参ります。 
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■財務ハイライト(連結)

■セグメント別売上高（連結） 

セ グ メ ン ト  
金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 

フラットパネルディスプレイ部門 

クリーン・エコエネルギー部門 

メカテクノロジー・その他部門 

第24期（当中間期） 第23期（前中間期） 

9,542 

1,072 

701

84.3 

9.5 

6.2

8,158 

762 

1,135

81.1 

7.6 

11.3

11,317 100.0 10,055 100.0

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

300

600

900

1,200

1,500

501

1,153

1,366

788

（百万円） 

〈売上高〉 〈営業利益〉 〈経常利益〉 〈当期純利益〉 

〈総資産〉 〈1株当たり当期純利益〉 〈1株当たり株主資本〉 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
（百万円） 

9,391

15,318

19,805（百万円） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

11,317

H18.3月期 
中間期（第24期） 

H18.3月期 
中間期（第24期） 

H18.3月期 
中間期（第24期） 

H18.3月期 
中間期（第24期） 

H18.3月期 
中間期（第24期） 

H18.3月期 
中間期（第24期） 

H18.3月期 
中間期（第24期） 

H18.3月期 
中間期（第24期） 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

300

600

900

1,200

1,500

487

1,456

798

（百万円） 

1,130

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

200

400

600

800

1,000

244

625

870

434

（百万円） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
（円） 

310.78
639.46 606.03

5,587.41

0

100

200

300

400

500

600

700

800
（円） 

734.65

70.07 89.87
43.95

※当社は以下の有償株主割当増資及び株式分割を行っております。 
　（1）平成13年2月21日付で株式１株につき１株の有償株主割当増資（発行価格500円）を行っております。  

　（2）平成15年4月1日付で株式１株につき1.2株の分割を行っております。 

　（3）平成16年3月22日付で株式１株につき20株の分割を行っております。 

※H18.3月中間期:期中平均株式数  9,884,251株（H17.9) 
※H18.3月中間期:期末発行済株式数  9,832,700株  期末自己株式数96,100株 

5,893

8,374

10,733
11,171

〈株主資本／株主資本比率〉 

H15.3月期 
（第21期） 

H16.3月期 
（第22期） 

H17.3月期 
（第23期） 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

10

20

30

40

50

60
（百万円） （％） 

35.1 33.2

59.2
53.4

2,069
2,774

6,349
5,958

合　　　　計 
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中間単独財務諸表（要旨） 

3,460,236 
1,711,426 
1,185,632 
563,177 
389,806 
388,300 

524 
982 
 
 

1,944,350 
1,425,523 

- 
518,826 
2,000,982 
2,000,000 

- 
982

流動負債   
　支払手形及び買掛金 
　短期借入金 
　その他 
固定負債   
　長期借入金 
　退職給付引当金 
　その他 

 

負債合計  3,945,332 3,850,042 
 

負 債 の 部  

中間単独貸借対照表 

5,271,972 

4,454,938 

658,182 

158,850 

4,726,015 

4,110,282 

3,946 

611,786 

17,590

6,164,858 

5,530,075 

455,477 

179,305 

3,975,245 

3,448,171 

3,487 

523,586 

23,453

資 産 の 部  

流動資産   

　当座資産 

　たな卸資産 

　その他 

固定資産   

　有形固定資産 

　無形固定資産 

　投資その他の資産 

繰延資産   

資 産 合 計  

金    額 （千円） 

科　　目 科　　目 

10,163,557 

 

10,015,578

中間単独損益計算書 
金    額 （千円） 

10,047,763 

8,904,013 

410,369 

733,380 

7,358 

16,591

9,637,008 

8,575,726 

355,583 

705,699 

2,640 

16,752

売上高 

　売上原価 

　販売費及び一般管理費 

営業利益 

　営業外収益 

　営業外費用 

283 

- 

724,431 

317,051 

△109 

407,489 

933,574 

1,341,064

3,736 

582 

694,741 

316,315 

1,694 

376,731 

713,087 

1,089,818

　特別利益 

　特別損失 

税金等調整前中間純利益 

　法人税、住民税及び事業税 

　法人税等調整額 

中間純利益 

　前期繰越利益 

中間未処分利益 

724,147 691,587経常利益 

 

資 本 金   
資 本 剰 余 金  
利 益 剰 余 金   
その他有価証券評価差額金  
 
 

 

2,000,007 
2,436,668 
2,041,064 
△ 7,794 

 
 

2,000,007 
2,436,668 
1,881,794 
△ 4,955 

 
 

資 本 の 部  

資 本 合 計  

負債及び資本計 

6,070,245

10,015,578

6,313,515

10,163,557

当中間期 
（平成17年9月30日現在） 

前   期  
（平成17年3月31日現在） 

 

※千円未満については切り捨てております。 

当中間期 前中間期 
 平成17年4月 1日から 

平成17年9月30日まで 
平成16年4月 1日から 
平成16年9月30日まで 
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会社概要  

■株式の状況 （平成17年9月30日現在） 

■大株主 

■株式分布状況 

所有者別株主数 

外資系 17名 
0.3％ 

証券会社 9名 
0.18％ 

法人 88名 
1.78％ 

※自己株式1除く 

金融機関 6名 
0.12％ 

会社が発行する株式の総数 

発 行 済 株 式 の 総 数  

株 主 数  

松 本 實 藏  

松 本 庄 藏  

東 レ 株 式 会 社  

リ ン テ ッ ク 株 式 会 社  

旭 硝 子 株 式 会 社  

ジェイアンドエム株式会社 

松 本 倫 長  

松 本 春 代  

松 本 守 雄  

フジプレアム株式会社（自己株式） 

5,012,800株 

618,000株 

520,000株 

312,000株 

312,000株 

158,500株 

135,600株 

120,000株 

110,000株 

96,100株 

35,000,000株 

9,928,800株 

4,947名 

■会社概要 （平成17年11月1日現在） 

商 　　　　　号  

 

本 社 所 在 地  

設 　　　　　立 

代 　 　 表 　 　 者  

資 　 　 本 　 　 金  

事 　 業 　 内 　 容  

 

 

 

従 　 業 　 員 　 数  

営 業 所 及 び 工 場  

 

連結対象となる子会社 

 

主 要 取 引 銀 行  

■取締役及び監査役 （平成17年11月1日現在） 

代 表 取 締 役 社 長  

取 締 役 副 社 長  

専 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

常 勤 監 査 役  

監 査 役  

監 査 役  

松本　實藏 

松本　守雄 

田頭　未 

牛尾　哲之 

手塚　博文 

原　　一雄 

松本　春代 

大川　拓志 

石見　健三 

藤田　和也 

井上　治 

松元　明 

杉山　正幸 

田中　千秋 

フジプレアム株式会社 

Fuj i pream Corporat ion (英) 

兵庫県姫路市飾西38-1 

昭和57年4月14日 

代表取締役社長　松本實藏 

2,000百万円 

PDP用光学フィルター関連事業 

光学製品関連事業 

太陽光発電関連事業 

生産技術システム関連事業　他 

389名 （期間社員、パート含む） 

本社工場・播磨テクノポリス光都工場／研究所 

東京オフィス 

フジサンエナジー株式会社 （設立 平成13年4月） 

上海不二光学科技有限公司 （設立 平成15年9月） 

東京三菱銀行、UFJ銀行、みずほ銀行 

個人・その他 
4,826名 
97.6％ 
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トピックス  

�������
配当予想の修正（増配）について 
お知らせいたします。 

当社は株主各位の日頃のご支援にお応えするため、事業拡大に向け、内

部留保を充実させながら安定的な配当を継続する基本方針をふまえ、

当期末配当金を1株当たり従来予想15円より3円増配し、同18円00銭に

しますことを平成17年10月6日開催の取締役会において決議いたしまし

た。なお、平成17年12月26日には1株当り、3株の割合をもって分割するた

め、分割後の1株当り配当金は6円00銭となります。 

株式の流動性の向上および投資単位の引下げによる投資家層の拡大と

株主数の増加を目的とし、平成17年10月6日開催の取締役会において、

株式分割について決議いたしました。 

❶ 分割の方法 
平成17年11月10日、最終の株主名簿およ

び実質株主名簿に記載または記録された

株主の所有株式1株につき、3株の割合を

もって分割いたします。 

❷ 分割により増加する株式数 
株式分割前の発行済株式数 
9,928,800株 

今回の分割により増加する株式数 
19,857,600株 

株式分割後の発行済株式数 

29,786,400株 

この株式分割に必要な事項は、今後の取
締役会において決定いたします。 

❶この株式分割に際しまして、資本金の
増加はありません。 

平成17年10月6日現在の資本金 
2,000,007千円 

❷平成17年10月6日の取締役会において、
上記の株式分割に伴い、商法第218条第2
項の規定に基づき、当社定款上の「発行する
株式の総数」について、現行35,000,000株を
70,000,000株増加させ、105,000,000株に 
変更することを決議しております。 

�������
 日本経済新聞社主催「2005年秋期 
個人投資家向けIRフェア」に出展いたしました。 

������	 本社を移転いたしました。 

管理体制の強化と情報の管理および、

共有化を図るため、平成17年11月1日、

本社を移転いたしました。山陽姫路西

I.C.からも近くなり、利便性の向上や業務

の円滑な流れを実現しました。今後もさら 

なる業績拡大を目指し、邁進して参ります。 

������

株式の分割について 
お知らせいたします。 

※今期については、中間配当の予定はありません。 

【株式分割の概要】  
 

 

【効力発生日】 平成17年12月26日  
 【配当起算日】 平成17年10月1日 

【その他】 

【参考】 

【 新 本 社 住 所 】 

 

【 代 表 連 絡 先 】 

 

【 業 務 開 始 日 】 

〒671-2216 兵庫県姫路市飾西38番地1 

※登記上の本店所在地も上記住所に変更となります。

TEL . 0792-66-6161  FAX. 0792-66-6738 

※電話番号、FAX番号の変更はございません。 

平成17年11月1日より 

【フェア名称】 

【 日 時 】 

【 場 所 】 

【 主 催 】 

【 後 援 】 

 

「2005年秋期 個人投資家向けIRフェア」 

平成17年9月17日 10時～18時 

六本木ヒルズ 森タワー 

日本経済新聞社広告局 

東京証券取引所/大阪証券取引所/ジャスダック証券取引所 

日本証券業協会/日本インベスター・リレーションズ協議会 

目に見えるIR活動の第一歩として、平成

17年9月17日、個人投資家向けのIRフェア

に初参加いたしました。 

平成17年10月6日 平成17年11月1日 

平成17年10月6日 

年 間 配 当  

15円00銭 

18円00銭   
（分割後6円00銭） 

15円00銭 
上場記念配当10円00銭 

前 回 予 想  

今 回 予 想  

(ご参考) 
前期の1株当り配当金実績 
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楠と樫の森に包まれた荘厳な護国神社。 

一時は「白鷺宮」とも呼ばれ、姫路城下の 

方に長く親しまれてきました。祭典も多く、 

中でも2400灯の提灯が飾られ、幽玄な 

世界が広がる「新年万燈祭」はおすすめです。 

今年も、もう年の瀬。初詣のプランはお決まりですか？ 

姫路は「播磨西国三十三ケ所霊場」で知られるように、

古刹・名刹が豊富。今回の播磨探訪は中播磨の 

人気初詣スポットをご紹介します。 
播磨地方の大小明神・174座すべての神を 

合祀。年末年始・6月末には茅の輪をくぐり、 

参拝する「輪ぬけ祭」が開催されます。 

約60年に一度、約20年に一度行われる神事

もあり、奇祭のある総社としても有名です。 

播磨国総社 
播磨国内のすべての神を祀る 

�トップ 

姫路護国神社 
かつては「白鷺宮」と呼ばれた神社 

�トップ 

�トップ 

vol.3

境内全域が国の史跡に指定されている 

円教寺。弁慶が修行したお寺としても知ら 

れています。見どころは数多くありますが、

特に注目すべきは常行堂。均整の取れた 

洗練美には目を見張るものがあります。 

書写山円教寺 
‘西の比叡山’と言われる巨刹 

播
磨
探
訪

播
磨
探
訪 

【住所】兵庫県姫路市総社190 

【アクセス】J R/山陽電鉄「姫路」駅より徒歩約15分 

「人気初詣スポット」に参詣する。 

 

【住所】兵庫県姫路市書写2968 

【アクセス】JR/山陽電鉄「姫路」駅より 

市バス「ロープウェイ書写」駅下車 

【住所】兵庫県姫路市本町118 

【アクセス】JR/山陽電鉄「姫路」駅より徒歩約20分 

ここも人気！ 

広峯山系の中央峰に鎮座し、京都

八坂神社の元社と称せられる古刹。

遣唐使・吉備真備により創建され

ました。国の重要文化財にも指定

されています。夜景スポットとし 

ても知られ、若者も多く訪れる 

神社です。 

「梁塵秘抄」にも歌が 
　残る古刹 

【住所】兵庫県姫路市広峯山52 

【アクセス】JR/山陽電鉄「姫路」駅より 

タクシーで約15分 

広峯神社 

※参詣者数をもとにランキング。今回の播磨探訪は「兵庫県中播磨県民局」にご協力いただきました。 



フジプレアム株式会社 
〒671-2216 兵庫県姫路市飾西38-1 TEL 0792-66-6161(代表) FAX 0792-66-6738

 

■決算期 

■定時株主総会 

■利益配当金受領株主確定日 

　中間配当金受領株主確定日 

■名義書換代理人 

■同事務取扱場所　 

 （お問い合わせ先） 

■同取次所 

 

 

 

毎年3月31日 

毎年6月 

毎年3月31日 

毎年9月30日 ※今期の中間配当の予定はございません。 

東京都千代田区丸の内1丁目4番5号　三菱UFJ信託銀行株式会社 

〒541-8502　大阪市中央区伏見町3丁目6番3号　三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部 

0120-094-777（通話料無料） 

三菱UFJ信託銀行株式会社　全国本支店　野村証券株式会社　全国本支店 

※株主関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱UFJ信託銀行の電話及びインターネットでも24時間承っております。 

電話（通話料無料） 

0120-244-479（本店証券代行部） 

0120-684-479（大阪証券代行部）　 

インターネットホームページ　http : //www.tr.mufg . jp/dai kou/ 

日本経済新聞　但し、貸借対照表及び損益計算書の内容は、当社ホームページにおいてご覧下さい。 

 http: //www.fuj ipream .co . jp/ 

 

 

■公告掲載新聞 

株主メモ 


